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　９月定例会を９月２日から27日までの26日間の会期で開催しました。
　条例改正４件、補正予算６件、決算認定８件、人事案件４件を原案どおり可決しました。

9 月定例会

（対前年度－13億4398万円）

一般会計歳入 71億4379万円

� （対前年度－16億211万円）

一般会計歳出 66億8726万円

町税
48.3%

分担金及び負担金　0.5%

利子割交付金　0.0%
配当割交付金　0.2%
株式等譲渡所得割交付金　0.2%
地方消費税交付金　4.9%
法人事業税交付金　2.5%
ゴルフ場利用税交付金　0.2%
自動車税環境性能割交付金　0.1%
交通安全対策特別交付金　0.0%

●町税 34億5138万円
●財産収入他 4億9915万円
●繰入金 2億3761万円
●分担金他 5652万円

自主財源　42億4466万円　59.4％

●地方交付税、交付金他 25億1003万円
●町債 3億8910万円

依存財源　28億9913万円　40.6％

繰越金　2.8%

諸収入　1.1%

町債　5.4%

県支出金　6.7%

国庫支出金　15.8%

地方交付税
3.4%

地方特例交付金　0.5%

地方譲与税　0.7%

使用料及び手数料　0.2%財産収入寄附金　3.2%
繰入金　3.3%

依存財源　28億9913万円

自主財源　42億4466万円

人件費
14億6748万円

22.0％

物件費
11億2452万円

16.8％

扶助費
11億946万円　16.6％

義務的経費　29億7517万円

投資的経費　4億936万円

その他の経費　33億273万円

公債費　3億9823万円　6.0％

積立金　5億2216万円　 7.8％

普通建設事業費　4億692万円　6.1%災害復旧事業費　244万円　0.0％

維持補修費　1484万円　0.2％

繰出金　3億8194万円　5.7％

補助費等
12億5827万円　18.8％

投資及び出資金、貸付金
100万円　0.0％
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土
地
改
良
施
設
等
維
持
補
修

事
業
と
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に

区
分
さ
れ
て
い
る
の
か
。
土
地
改

良
施
設
等
維
持
補
修
事
業
の
約

１
０
１
万
円
の
修
繕
内
容
は
。

問　
　
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
に
進
出

し
た
企
業
の
生
産
品
を
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
加
え
て
も
ら
え

な
い
か
。

問 　
　
町
直
営
の
事
業
と
国
の
事
業

の
違
い
。
具
体
的
な
修
繕
内
容
は
、

惣
四
郎
川
の
樋
門
の
水
位
計
と
長

池
の
横
の
遊
歩
道
の
一
部
修
繕
等

で
あ
る
。

答�　
　
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
と
山
面

工
業
団
地
の
中
で
い
く
つ
か
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
出
来
そ
う

な
企
業
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
返
礼

品
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答� 産
業
建
設
部
門

　
　
保
育
所
運
営
費
が
今
回
約

１
０
０
万
円
減
に
な
っ
た
理
由
は
。

認
可
外
保
育
３
施
設
と
は
。

問　
　
英
語
検
定
の
補
助
実
績
で
50

人
減
に
な
っ
た
要
因
と
補
助
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

問 　
　
定
員
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、

年
齢
に
よ
っ
て
公
定
価
格
が
変
動

す
る
こ
と
に
よ
る
。
認
可
外
保
育

施
設
は
、
山
之
上
保
育
園
ピ
ノ
キ

オ
と
大
津
市
と
湖
南
市
に
あ
る
。

答�　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
検
定
料

の
値
上
が
り
が
受
験
者
減
に
つ
な

が
り
、
こ
れ
が
主
な
要
因
と
考
え

る
。
町
が
会
場
を
準
備
す
る
こ
と

で
検
定
料
を
安
く
受
検
で
き
て
い

る
が
、
今
後
、
補
助
金
の
増
額
も

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答� 教
育
委
員
会
部
門

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
フ
ル

タ
イ
ム
が
減
っ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム

が
増
え
た
理
由
は
。

問　
　
防
災
情
報
無
線
を
全
世
帯
に

配
付
さ
れ
た
が
、
企
業
寮
に
も
配

付
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問 　
　
本
人
の
希
望
と
各
課
の
要

望
に
よ
る
見
直
し
と
正
規
職
員
の�

育
休
に
伴
う
雇
用
等
で
増
加
し
て

い
る
。

答�　
　
現
在
は
配
付
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
配
付
す
る
予
定
。

答� 総
務
部
門

　
　
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
で

「
県
＋
町
事
業
」
と
「
県
事
業
」

の
違
い
は
。

問　
　「
県
＋
町
事
業
」
は
、「
県
事

業
」
の
一
部
自
己
負
担
分
を
「
町

事
業
」
で
助
成
し
て
い
る
。

答� 住
民
福
祉
部
門

主 な 質 疑 応 答

反対意見：�中心核整備事業について、コロナ等先行き不透明な状況下で中・長期の財政計画が
示されないまま、大型開発事業を進めるのはハイリスクであり見直すべき。

賛成意見：�令和３年度決算は、実質単年度収支４億3,225万円の黒字。前年度差３億1,845万
円増と大幅に改善された。町民ニーズに応える為に、第六次竜王町総合計画の重点
プロジェクトである中心核整備事業は着実に推進すべきである。

令和３年度一般会計決算に対する反対と賛成の討論
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●2025滋賀国民スポーツ大会に向けた施設整備� 1億2153万円
●竜王小学校の移転新築に向けた整備� 299万円
●「交流・文教ゾーン」整備の推進� 5900万円
●道の駅機能強化の推進 � 6979万円

『活力あふれるまちづくり』の推進

令和３年度の主な事業と決算額

●デジタル化の推進� 2089万円
●�防災情報システムを活用した
情報発信強化� 488万円
●地域自治組織のあり方検討
� 190万円

『みんなで進めるまちづくり』の推進

『安心して暮らせるまちづくり』の推進

●新型コロナウイルス感染症の経済対策
� 3億5123万円

●新型コロナウイルスワクチン接種の推進
� 7446万円

●認定こども園への移行� 234万円
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９月補正予算　２億20万円

・庁内ネットワーク再構築整備事業他
・総合庁舎便所（西側）改修工事他
・交流・文教ゾーン配水管布設設計業務
・物件補償費
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
・新型コロナウイルスワクチン接種事業
・旧医科診療所解体等工事他
・農業用燃油等高騰対策緊急支援事業補助金
・情報セキュリティ強化対策整備業務（※債務負担行為補正）

・広報りゅうおう印刷業務（※債務負担行為補正）

� 4144万円
� 5238万円
� 998万円
� 1739万円
� 400万円
� 1747万円
� 3730万円
� 1150万円

� 1億4565万円
� 1362万円

※�債務負担行為とは、単年度で終了しない事業などにおいて後年度の債務を約束するこ
とを予算で決めておくこと。

主な内容

　＜一般会計補正予算＞
　　畜産競争力強化対策整備事業費補助金
　　災害復旧費（７月19日大雨による町道法面復旧）

　＜水道事業会計補正予算＞
　　建設改良費（須恵地先基幹管路漏水復旧工事）

　７月27日に臨時会を開催し、補正予算２議案が上程され、慎重審議の結果、
原案のとおり可決しました。

７月臨時会

� ２億991万円
� 750万円

� 3000万円

議会だより No.201
りゅうおう5

９月定例会
臨 時 会



教育民生常任委員会

主な質疑応答

住民の利便性向上と効果的な相談体制の構築をめざして、本館 1階に集約することは理解できるが、
それだけで住民の利便性は向上するのか。

問

住民福祉部門を集約することで、相談体制の構築ができると考える。今後も発達支援センター、社
会福祉協議会等の関係部署と引き続き協議を重ね相談体制の充実を図る。

答

住民対応窓口ワンストップ化について調
査
◇本館１階に住民課、福祉課、健康推進課、自立支援課を集約する背景と目的
　住民福祉に関する住民の相談、手続きは年々複雑化している中で、本館１階に集約して対応する
ことで住民の利便性向上と効果的な相談体制を図り、住民福祉部門の相談体制や手続きを完結させ
るというワンストップ化を目指す。
◦国の動向　「地域共生社会」の実現に向けた包括的な支援体制の提示（平成29年２月）
　指標：令和２年～令和７年を目途に地域課題の解決力を強化する体制と総合相談支援体制を構築
◦現状　
　①住民福祉部門４課は４つの施設に分散して配置されている。
　②�福祉に関する事務が年々増加し、手続きや相談が複数の課におよぶ場合が多く、情報交換や協
議が取りにくい。

　③�発達支援センター（療育事業所）は公民館３階にて事業実施しているが、利用者が就学前の子
どもであることから１階で事業実施できることが望ましい。

　④社会福祉協議会の事務所が福祉ステーション２階にあるため、住民にはわかりにくい。
◦新たな本館１階配置
　農業振興課から上下水道課のスペースに健康推進課、福祉課、自立支援課が入る。
◦今後のスケジュール
　・別館改修（元有線放送施設等）、ネットワーク工事：令和５年３月～令和６年３月
　・本館１階改修、ネットワーク工事　　　　　 　　：令和６年７月～令和７年２月
　・住民福祉部門移設　　　　　　　　　　　　 　　：令和７年５月

　　　　　　　  住民福祉部門移設に係る庁舎利用計画について（素案）

出納室 住民課

税務課健康推進課

自立支援課

福祉課

町民室

正面玄関

会議室

ＷＣ

男子

更衣室

女子

更衣室

宿直室

ＷＣ ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

会議室

相談室

相談室 相談室

ＥＶ

 本館１階  平面図 

東通用口西通用口
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総務産業建設常任委員会

住民対応窓口ワンストップ化に向けた庁舎の改修について

竜王町農業振興ビジョン基本構想について

調
査

調
査

主な質疑応答

本館から入って来た時に、別館の場所がわかりにくいのではないか。問
本館から入った場合でも別館にスムーズに誘導できるよう工夫していく。答

　今日まで庁舎別館改修については、町の重点施策プロジェクトの中で、住民の利便性はもとより
設備の老朽化の対応、また災害における非常時の対応を考えながら議論をしてきた。

◇別館改修工事概要
全体計画
　本館から４課（商工観光課、農業振興課、建設計画課、上下水道課）を別館に移す計画に加えて
バリアフリーに配慮し、来客者や職員にとって使いやすい配置および動線となるよう計画する。

◇主な改修内容
①電気設備
　・照明器具は、LED器具を採用する。
　・非常用発電機について、最大３日間、連続運転可能な機能を確保する。
②バリアフリー
　・２階における本館と別館との段差およびその他の段差についても、スロープを整備する。
③別館への誘導
　・動線を考慮したわかりやすい案内表示を整備する。

　本町の農業の持続的な活性化や農業と連携したまちのあり方、産業のあり方、住民・事業者のあ
り方について描き、その実現に向けた取組を定めるものである。
基本構想：�30年先の将来を見通しながら、令和４年度から令和13年度に基本的方向として５つの戦

略を掲げ、優先順位を決めて取り組む。
実施計画：基本構想を踏まえ、当面５年間に実施する施策を定める。（令和４年度末策定予定）

■工事期間
　改修工事　　　　　令和５年３月～令和５年11月
　ネットワーク工事　令和５年12月～令和６年３月
　産業建設部門移設　令和６年５月上旬

本館

別館

主な質疑応答

農業振興ビジョン基本構想の課題は詳しく書かれているが、将来の姿は抽象的である。高収益農業
に主眼を置いた基本構想を決めていただけないか。

問

基本構想は、30年先の将来像を実現していくための基本的な方向性を示したものであるので、�
実施計画の中で具体的な施策を定めていく。

答

議会だより No.201
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地域活性化特別委員会

埋蔵文化財調査の様子

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について調
査
◇中心核整備事業の取組経過
　６月１日　輝竜の郷づくり懇談会開催結果概要の広報周知
　６月22日　交流・文教ゾーン整備に伴う造成・道路実施（詳細）設計および申請書作成業務着手
　７月19日　道路実施設計に伴う現地測量着手
　７月21日　綾戸対策委員会にこれまでの経過および今後の予定の説明と用排水路協議
　７月25日　埋蔵文化財本発掘調査の現地作業着手
　７月29日　交流・文教ゾーン整備に伴う地質調査業務着手

◇今年度の事業内容について
・埋蔵文化財本発掘調査および試掘調査　 �・地質調査　 �・敷地造成実施設計および道路詳細設計
・配水管布設実施設計　・小学校建設基本設計実施設計　・収用事業認定に向けた事前協議、申請
・開発許可、農地転用許可申請に向けた事前協議および申請　・用地取得、建物等補償に向けた協議

主な質疑応答

用排水路の計画平面図を綾戸地区に説明された際、地元から何か意見はあったか。問

埋蔵文化財の試掘調査の結果により本堀調査となればスケジュール的に遅れることはないのか。問

一番に気にされたことは、ほ場への用水を適正に確保してもらえるかということと、水路の管理は
どうなるのかということであった。

答

造成については令和５年を予定しているが、一気に造成はできないので、まずは小学校の敷地部分
を造成し、その間に本堀調査を進め、スケジュール通りに進むようにしたいと考えている。

答
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議会 ICT化特別委員会

議会ICT化特別委員会先進地研修（彦根市市議会）

議会ICT化特別委員会活動について調
査
◇議会ICT化特別委員会活動状況
　７月６日　議会ICT化特別委員会
　　・議会ICT化の進め方について
　　・議会ICT化特別委員会研修について
　７月21日　議会ICT化特別委員会
　　・タブレット端末のデモンストレーションの実施
　　・議会ICT化特別委員会研修について
　８月23日　議会ICT化特別委員会先進地研修（彦根市議会）
　　視察項目
　　　・彦根市議会におけるタブレット端末導入等のICT化にかかる経緯について
　　　・�議員の手元タブレット端末から議場の各モニターへの資料、映像を写し出す仕組みについて
　　考察
　　　・�彦根市議会においては、内部でのICT化にとどまらず、ICT機器を利用し、傍聴者に対して

も開かれた議会づくりに取り組まれている。
　９月12日　議会ICT化特別委員会
　　・彦根市市議会視察研修の報告まとめ
　　・野洲市市議会へのICT化取組におけるヒアリング結果に基づく検討

議会だより No.201
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和4年12月20日㈫予定

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

11 岡山富男議員 ・若者が暮らしやすい竜王町に
・運動部活動の地域移行について

12 磯部俊男議員 ・新型コロナウイルス感染症対応について
・�河川愛護事業における草刈機械整備支援策について

13 尾川幸左衞門議員 ・山中谷田線の整備について
・小口八重谷線の整備について

14 小西久次議員 ・法定外公共物（普通河川）維持管理は
・竜王小学校整備の進捗状況は

15
大前セツ子議員 ・シティプロモーション事業について
鎌田勝治議員 ・マイナンバーカード普及の取組について

16
澤田満夫議員 ・第六次竜王町総合計画の進捗管理について
森島芳男議員 ・児童虐待防止の取組について

17 橘せつ子議員

・�竜王町コンパクトシティ化構想の中心核整備のあ
り方について

・�路線バス・コミュニティバスの運行路線の見直しを
・�竜王町ふれあい相談発達支援センターのあり方に
ついて※

・惣四郎川の洪水対策について※

18 中村匡希議員 ・家庭系ごみの削減目標への取組は
・空き家予備群への空き家対策について

19 福田優三議員 ・竜王町立小学校の全国学力テストの結果について

町政
問ここを う!

９月定例会では11議員が
� 19問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。
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第
六
次
竜
王
町
総
合

計
画
で
若
者
も
暮
ら
し
た

い
希
望
か
な
え
る
輝
竜
の

郷
と
掲
げ
ら
れ
計
画
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の

４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

20
代
か
ら
30
代
前
後
の

住
民
と
行
政
と
の
懇
談

を
す
る
機
会
が
必
要
と

思
う
が
、
懇
談
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

②�

若
者
へ
竜
王
町
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
情
報
の

場
づ
く
り
は
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
今
後
、
発

信
力
を
強
化
す
る
取
り

組
み
は
。

③�

新
た
な
集
合
住
宅
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

④�

中
心
核
に
若
者
も
集
ま

れ
る
居
場
所
づ
く
り
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

問

　
　

①�

懇
談
の
機
会
を
設
け
て
も

参
加
が
得
ら
れ
ず
悩
ん
で

い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
工
夫
も
行
い
、
若
い

世
代
の
考
え
を
積
極
的
に

伺
っ
て
い
き
た
い
。

②�

移
住
・
定
住
者
向
け
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
開
設
、
Ｐ
Ｒ
動
画

な
ど
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

③�

集
合
住
宅
は
、
単
身
者
や

少
人
数
世
帯
が
一
戸
建
て

住
宅
を
建
築
す
る
ま
で
の

間
の
住
ま
い
と
し
て
ニ
ー

ズ
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

民
間
の
力
を
活
用
し
な
が

ら
増
や
し
て
い
く
。

④�

中
心
核
の
交
流
・
文
教

ゾ
ー
ン
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
園
の

整
備
も
計
画
し
、
多
世
代

の
交
流
や
活
動
の
場
と
し

て
い
き
た
い
。

答�

若者が暮らしやすい竜王町に問

答 若い世代の考えを伺いたい

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

問答

関
係
者
等
か
ら
の
意
見
を
反
映

　
　
本
年
度
、
休
日
の
運

動
部
活
動
を
地
域
に
移
行

す
る
た
め
の
課
題
を
検
討

す
る
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識

者
会
議
に
て
、
こ
れ
ま
で

の
討
論
を
ま
と
め
た
提
言

の
案
が
示
さ
れ
た
。今
後
、

町
と
し
て
、
平
日
の
放
課

後
や
休
日
の
部
活
動
を
実

施
す
る
た
め
の
受
け
皿
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

問

　
　
竜
王
中
学
校
で
は
、
４

名
の
部
活
動
指
導
員
と
６
名

の
外
部
指
導
者
が
技
術
指
導

等
に
あ
た
っ
て
お
り
、
大
き

な
成
果
も
あ
が
っ
て
い
る
。

こ
の
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
等
か

ら
意
見
を
伺
い
、
県
や
他
市

町
の
動
向
を
注
視
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
生
徒
た
ち

が
力
を
発
揮
す
る
場
を
損
な

う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
適
切

答�

に
対
応
し
て
い
く
。

岡山　富男�議員

小口地先集合住宅

部活動の様子
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①�

第
７
波
で
の
７
月
13
日

か
ら
の
新
規
感
染
者
に

お
け
る
年
代
別
発
生
状

況
は
。

②�

７
月
以
降
の
65
歳
以
上

等
の
第
４
回
目
ワ
ク
チ

ン
と
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
に
お
け
る
接
種
状
況

は
。

③�
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

接
種
に
お
け
る
「
努
力

義
務
」
適
用
に
向
け
て

の
取
組
は
。

問

な
っ
た
。
家
庭
内
感
染
に

よ
る
感
染
拡
大
と
考
え
ら

れ
、
県
に
よ
る
感
染
症
状

重
症
区
分
に
お
い
て
、
19

歳
以
下
で
の
該
当
者
は�

な
い
。

②�

65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
９
月
12
日
現
在
、

82
・
３
％
で
あ
り
、
５
歳

か
ら
11
歳
ま
で
の
２
回
目

の
接
種
率
は
20
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

③�

国
に
お
い
て
小
児
用
ワ
ク

チ
ン
の
安
全
性
と
有
効
性

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
３
回
目
の
接
種
を
含

め
９
月
６
日
か
ら
適
用
を

開
始
し
て
い
る
。
国
と
同

様
に
そ
の
安
全
性
と
有
効

性
を
発
信
し
対
象
者
の
接

種
が
進
む
よ
う
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

発
信
に
努
め
る
。

　
　
①�

７
月
13
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
感
染
者
数
は
、
19

歳
以
下
が
３
５
８
人
と
急

激
に
増
加
し
、
20
歳
代
か

ら
50
歳
代
ま
で
に
お
い
て

は
、
５
８
０
人
。
60
歳
代

以
上
は
、
１
５
８
人
と

答�

　
地
域
に
よ
っ
て
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
。

　
従
来
か
ら
区
長
会
等
で
情

報
発
信
し
て
き
た
が
、
今
後

　
　
今
年
度
も
29
自
治
会
、

２
団
体
が
河
川
愛
護
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
町
と
し
て
も
地
域
の
方
々

の
作
業
負
担
の
軽
減
に
向

け
、
県
へ
制
度
見
直
し
を
働

き
か
け
、
機
械
化
を
導
入
し

や
す
い
制
度
へ
と
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
機
械
作
業
面
積
も
令
和

元
年
度
は
24
万
７
千
㎡
で

あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
は

52
万
３
千
㎡
と
増
加
し
て�

い
る
。

答�

河
川
愛
護
事
業
に
お
け
る

草
刈
機
械
整
備
支
援
策
に
つ
い
て

問答

地
域
で
の
機
械
化
作
業
を
取
り
入
れ
て
の

河
川
愛
護
事
業
を
支
援
す
る

　
　
酷
暑
で
の
激
務
、
作

業
の
困
難
性
、
長
時
間
労

働
、
熱
中
症
等
の
危
険
性

等
か
ら
事
業
の
将
来
的
継

続
の
困
難
性
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
事
業
継
続
、
労

働
軽
減
、
熱
中
症
対
策
等

の
強
化
の
た
め
の
河
川
愛

護
事
業
対
策
は
。

問

は
、
具
体
的
に
機
械
作
業
を

取
り
入
れ
て
、
作
業
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
に
丁

寧
な
説
明
と
サ
ポ
ー
ト
等
に

努
め
た
い
。

磯部　俊男�議員

新型コロナウイルス
感染症対応について

問

答 小児用ワクチン９月６日から適用開始

集団接種受付の様子

機械による河川愛護の様子
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尾川　幸左衞門�議員

　
　
山
中
谷
田
線
は
、
道

路
幅
員
が
３
ｍ
か
ら
５
ｍ

程
度
と
狭
く
、
さ
く
ら
団

地
の
玄
関
口
で
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
が
歩
道
も
自

転
車
道
も
な
い
現
状
で
あ

る
。
こ
の
町
道
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
の

町
道
に
は
、
企
業
庁
送
水

管
４
０
０
㎜
、
町
配
水
管

４
５
０
㎜
の
更
新
、
さ
く

ら
団
地
の
汚
水
管
の
接
続

も
考
え
ら
れ
現
状
道
路
下

で
は
、
埋
設
が
難
し
く
、

用
地
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
工
事
計
画

で
行
う
の
か
。

問

　
　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
、
も
し
用
地
を
取
得

し
町
道
の
拡
幅
を
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
道
路
事
業
に
よ
り

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
工
事
主

体
は
、
企
業
庁
、
町
上
下
水

道
課
、
建
設
計
画
課
が
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
が
同
時
期

に
工
事
を
行
う
等
、
効
率
的

に
発
注
で
き
る
よ
う
協
議
を

行
う
。
ど
の
よ
う
な
発
注
形

態
で
も
町
内
業
者
育
成
の
観

点
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
き�

た
い
。

答�

山中谷田線の整備について問

答 企業庁の送水管、町の配水管の更新に併せて、
同時期に対応ができるよう検討をすすめる

　
　
令
和
元
年
度
に
、
松
が

丘
自
治
会
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、
滋
賀
県
公
安
委
員
会
と

現
地
立
会
を
行
っ
た
。
交
通

安
全
対
策
を
検
討
す
る
中
で

町
か
ら
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
の
協
議
を
行
っ
た
が
、

当
時
公
安
委
員
会
か
ら
は
同

意
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

答�

小
口
八
重
谷
線
の
整
備
に
つ
い
て

問答

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
公
安
委

員
会
と
協
議
を
行
い
た
い

　
　
小
口
八
重
谷
線
は
、

道
路
幅
員
が
３
ｍ
程
度

の
２
車
線
の
道
路
で
あ

る
。
し
か
し
、
松
が
丘
入

口
部
は
、
カ
ー
ブ
し
、
入

口
部
西
側
は
、
山
で
見
通

し
が
悪
く
道
路
を
拡
幅
す

る
に
も
用
地
の
問
題
も
あ

り
す
ぐ
に
は
難
し
い
状
況

下
で
あ
る
。
事
故
防
止
の

観
点
か
ら
ト
ラ
ス
コ
中
山

（
株
）の
前
の
歩
道
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
付
け
れ
ば
少

し
見
通
し
が
良
く
な
る
と

思
う
が
。

問

路
面
標
示
等
の
交
通
安
全
対

策
を
行
っ
た
も
の
の
現
状
に

お
い
て
見
通
し
自
体
は
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
改
め
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
、
公
安
委
員
会
と
協
議

を
行
い
た
い
。

山中谷田線

小口八重谷線
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普
通
河
川
は
法
定
外

公
共
物
管
理
条
例
に
よ
り

町
が
管
理
し
て
い
る
。
山

之
上
地
先
一
級
河
川
惣
四

郎
川
上
流
部
は
普
通
河
川

で
あ
り
、
地
元
で
管
理
さ

れ
て
き
た
。
農
家
の
減
少

や
土
地
の
売
却
が
進
み
、

地
元
集
落
で
は
普
通
河
川

の
維
持
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
水
路

沿
い
の
樹
木
は
大
木
と
な

り
、
地
元
で
は
対
応
が
で

き
な
い
。
解
決
に
向
け
た

見
解
を
問
う
。

問

著
し
い
場
合
等
は
、
町
で
対

応
し
て
い
る
。
山
之
上
地
先

惣
四
郎
川
上
流
部
の
普
通
河

川
は
、
昭
和
50
年
代
に
土
地

改
良
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

が
、
宅
地
化
さ
れ
維
持
管
理

が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
現
地
は
樹
木
が

大
木
化
し
、
大
木
が
原
因
で

プ
レ
ハ
ブ
水
路
が
損
傷
し
崩

落
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

町
と
し
て
は
、
現
地
調
査
を

行
い
、
状
況
を
把
握
し
、
修

繕
の
方
法
を
検
討
す
る
。
構

造
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
樹
木

の
対
応
に
つ
い
て
も
、
地
元

自
治
会
や
隣
接
企
業
と
調
整

を
図
り
検
討
す
る
。
当
該
箇

所
は
、
管
理
上
課
題
が
あ
る

た
め
、
地
元
自
治
会
と
協
議

し
解
決
に
向
け
進
め
る
。

　
　
普
通
河
川
等
の
法
定
外

公
共
物
は
、
従
来
同
様
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
自
治
会
等

地
域
が
担
っ
て
お
り
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
や
損
傷
が

答�

竜
王
小
学
校
整
備
の
進
捗
状
況
は

問答
一
部
か
ら
意
見
要
望
が
あ
る
が

令
和
７
年
に
遅
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
努
力
す
る

　
　「
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
」

の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
基
本
設
計
等

に
着
手
し
た
。
今
年
度
は
、

土
地
収
用
法
事
業
認
定
、
開

発
許
可
、
農
地
転
用
等
事
前

協
議
を
進
め
て
い
る
。
竜

王
小
学
校
建
設
は
基
本
設

計
・
実
施
設
計
業
務
を
発
注

答� 　
　
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
構
想
・
中
心
核

整
備
・
竜
王
小
学
校
の
移

転
新
築
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
や
町
民

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
議

会
に
お
い
て
も
委
員
会
説

明
や
本
会
議
で
関
連
予
算

等
議
決
承
認
し
て
き
た
。

計
画
通
り
進
む
の
か
心
配

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
は
。
一
部
で
整
備

推
進
に
対
す
る
意
見
等
を

目
に
す
る
が
、
町
と
し
て

の
見
解
は
。

問

法定外公共物（普通河川）
維持管理は

問

答 地元自治会と協議し進める
小西　久次�議員

立木による護岸欠損

整備が待たれる竜王小学校

し
、
令
和
５
年
度
に
業
務
完

了
す
る
。
令
和
５
年
度
か
ら

敷
地
造
成
、
道
路
整
備
を
行

い
、
令
和
７
年
度
に
開
校
で

き
る
よ
う
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
進
め
て
い
る
が
、
一

部
か
ら
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
構
想
に
対
し
て
の

意
見
や
竜
王
小
学
校
建
設
に

か
か
る
要
望
が
あ
る
。
今
後

の
整
備
推
進
に
当
た
っ
て
も

意
見
等
を
参
考
に
し
、
遅
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力�

す
る
。
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出張申請サポートの様子

大前　セツ子�議員

　
　
令
和
３
年
度
よ
り

「
ｒ
ｅ
ｖ
ｏ

－

Ｒ
ｙ
ｕ

－

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
竜
王
」
と
言

う
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

を
定
め
、
若
者
層
を
中
心

に
人
口
増
加
を
目
指
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
反
響
や
今
後
の

取
組
は
。

問

　
本
年
度
は
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
お
い

て
町
民
・
企
業
・
団
体
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
次
年
度
は
メ

デ
ィ
ア
活
用
や
企
業
等
と
の

協
働
に
よ
り
、
町
外
・
県
外

へ
の
ア
ウ
タ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て�

い
く
。

　
誰
も
が
輝
け
る
「
輝
竜
の

郷
」
の
創
造
に
向
け
て
変
革

し
て
い
く
姿
を
前
面
に
押
し

出
し
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活

用
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
。

シティプロモーション事業
について

問

答 新たな時代に向けて変革
していく姿をアピールしていく

　
　
Ｐ
Ｒ
動
画
を
発
信
し
て

約
２
か
月
間
で
１
１
０
５
回

と
目
標
を
上
回
る
再
生
回
数

で
あ
っ
た
。

答�

鎌田　勝治�議員

シティプロモーション動画より抜粋

マイナンバーカード普及の
取組について

問

答 庁内の横断的な連携により
積極的にPRの機会を増やす

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
つ
い
て
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
町
の
見

解
を
伺
う
。

①�

先
ず
は
、
町
と
し
て
独

自
に
普
及
促
進
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
具
体

的
な
取
組
を
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

②�

全
国
で
竜
王
町
と
同
規

模
の
自
治
体
の
中
で

60
％
を
超
え
る
高
い
普

及
率
の
自
治
体
が
あ
る

が
、
そ
う
い
う
先
進
地

の
情
報
を
積
極
的
に
収

集
し
て
い
る
か
。�

③�

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
関
す
る
所
管

は
住
民
課
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
各
課
を

横
断
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
対
応
す
る

よ
う
な
検
討
は
さ
れ
て

い
る
か
。

問

月
２
回
の
平
日
時
間
外
受

付
、
月
１
回
の
休
日
受
付

も
開
始
し
た
。

②�

比
較
的
交
付
率
の
高
い
自

治
体
で
の
取
組
を
参
考
に

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
始

め
た
。
今
後
は
高
齢
者
宅

へ
の
訪
問
な
ど
の
事
例
を

参
考
に
本
町
に
見
合
っ
た

取
組
を
進
め
る
。

③�

限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

カ
ー
ド
事
務
に
特
化
し
た

体
制
整
備
は
難
し
い
が
、

各
課
の
所
管
事
業
に
お
い

て
、
庁
内
の
横
断
的
な
連

携
に
よ
り
、
創
意
工
夫
し

て
カ
ー
ド
Ｐ
Ｒ
の
機
会
を

増
や
し
た
い
。

　
　
①�

８
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
で
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

開
始
し
た
。
更
に
、
９
月

か
ら
は
、
大
手
ス
ー
パ
ー

や
自
治
会
へ
の
出
張
申
請

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

答�
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澤田　満夫�議員

第六次竜王町総合計画の
進捗管理について

問

答 施策の実効性確保のため
進捗状況や効果の評価を実施する

児童虐待防止の取組について問

答 児童の安心安全を確保できる
よう努める

　
　
第
六
次
竜
王
町
総
合

計
画
に
は
、
毎
年
度
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
基

本
施
策
に
指
標
を
設
け
、

進
捗
管
理
を
行
う
と
記
さ

れ
て
い
る
が
令
和
３
年
度

分
は
行
っ
た
の
か
。

問

和
４
年
度
の
重
点
施
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
す
る
過
程

で
令
和
３
年
度
に
お
け
る
進

捗
状
況
の
確
認
と
成
果
お
よ

び
課
題
に
つ
い
て
整
理
し

た
。
総
合
計
画
全
体
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
も
踏

ま
え
現
在
評
価
シ
ー
ト
の
作

成
な
ど
評
価
の
実
施
に
向
け

て
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て�

い
る
。

　
事
業
評
価
に
お
い
て
は
指

標
の
管
理
は
勿
論
の
こ
と
、

経
費
や
業
務
量
に
つ
い
て
現

状
把
握
を
行
い
、
必
要
性
・

効
率
性
・
有
効
性
の
観
点
で

評
価
を
考
え
る
。

　
　
第
六
次
竜
王
町
総
合
計

画
は
、
施
策
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
毎
年
度
に
お

い
て
行
政
内
部
に
よ
る
評
価

を
実
施
し
、
進
捗
状
況
や
効

果
に
つ
い
て
竜
王
町
総
合
計

画
審
議
会
や
町
議
会
に
報
告

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
総
合
計
画
の
推
進
に
当

た
っ
て
、
主
要
な
も
の
は
令

答�

森島　芳男�議員

　
　
県
は
令
和
３
年
度
に

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー
（
児
童
相
談
所
３
か

所
）
と
市
町
に
寄
せ
ら

れ
た
児
童
虐
待
の
相
談

件
数
が
過
去
最
多
の
計

８
３
０
１
件
だ
っ
た
と
発

表
し
た
。
子
ど
も
の
前
で

親
同
士
が
暴
力
行
為
や
言

い
争
い
を
す
る
「
面
前
Ｄ

Ｖ
」
と
い
っ
た
「
心
理
的

虐
待
」や
「
身
体
的
虐
待
」

な
ど
が
あ
る
。
竜
王
町
内

に
お
い
て
も
児
童
虐
待
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
。
情

報
な
ど
を
収
集
し
、
把
握

し
て
い
る
の
か
。

問

　
　
本
町
に
お
け
る
虐
待
種

別
の
集
計
で
は
、
育
児
放
棄

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
が
最
多
で
、

次
が
心
理
的
虐
待
、
身
体
的

虐
待
と
続
く
。
相
談
・
通
告

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
、
児
童

の
安
全
を
確
認
す
る
。
次
に

児
童
の
近
況
等
の
情
報
を
関

係
機
関
等
か
ら
収
集
し
、
虐

待
の
危
険
性
を
判
断
し
た
上

で
、
児
童
や
世
帯
に
接
触
を

図
り
相
談
支
援
を
行
う
。
地

域
住
民
等
へ
の
虐
待
防
止
に

向
け
た
啓
発
や
相
談
体
制
の

強
化
及
び
関
係
機
関
と
の
連

携
の
充
実
を
図
り
、
児
童
の

安
心
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

答�

第六次竜王町総合計画

竜王町子ども家庭相談室
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中
心
核
整
備
全
体
の

費
用
や
交
流
・
文
教
ゾ
ー

ン
整
備
の
中
長
期
の
財
政

計
画
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、

今
定
例
会
に
も
補
正
予
算

が
上
程
さ
れ
、
個
々
の
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
交
流
・
文
教
ゾ
ー

ン
整
備
の
概
算
事
業
費
が

55
億
円
よ
り
大
き
く
増
額

に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

�

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
竜
王
町
公
民
館
の
関
係

は
。
安
易
な
統
合
は
す
る

べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

問

備
の
中
長
期
の
財
政
計
画
に

つ
い
て
は
、
見
通
し
を
立
て

な
が
ら
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
費
の
考
え
方
と
し
て
は
、

今
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
増
額
等
の
事
業
費
の
変
動

が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
住
民

負
担
が
過
度
と
な
ら
な
い
よ

う
充
分
検
討
・
精
査
し
て
進

め
て
い
く
。

　
竜
王
町
公
民
館
は
文
化
振

興
に
よ
る
人
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
、
公
民
館

的
機
能
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
関
係
課
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
整

答�

中心核整備の財政計画と
増額への対応は

問

答 増額等事業費の変動があっても
検討・精査し進める

　
　
本
町
の
路
線
バ
ス
は
近

江
八
幡
駅
や
野
洲
駅
を
起
終

点
と
し
て
６
路
線
（
７
系

統
）
の
運
行
が
あ
る
。
岡
屋

線
以
外
の
路
線
も
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
回
り
の
運
行
を
す
る

と
距
離
や
乗
車
時
間
が
長
く

な
り
、
サ
イ
ク
ル
が
悪
く
、

便
数
が
減
少
す
る
等
利
便
性

答�

路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
路
線
の
見
直
し
を

問答

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
回
り
の
運
行
は

課
題
が
多
く
困
難
で
あ
る

　
　
竜
王
町
の
地
域
交
通

は
近
江
八
幡
駅
を
起
点
と

し
て
路
線
バ
ス
３
コ
ー
ス

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
通

勤
時
間
帯
等
を
除
き
、
岡

屋
線
の
よ
う
に
竜
王
町
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
回
り
で
運

行
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

乗
り
換
え
に
よ
り
東
西
移

動
が
可
能
に
な
る
の
で

は
。
地
域
交
通
の
拠
点
と

し
て
早
期
の
対
応
が
望
ま

れ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

問

の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
運
行
経
費
も
増
え
、
運
賃

や
町
の
赤
字
補
填
額
も
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
、
課
題
が

多
く
、
困
難
で
あ
る
と
考

え
る
。
東
西
方
向
移
動
は

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

橘　せつ子�議員

竜王町タウンセンター前を運行する路線バス

中心核整備予定地
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ごみ削減への取組は問

答 食べ残し等を減らしていきたい
中村　匡希�議員

　
　
現
在
竜
王
町
の
家
庭

系
ご
み
の
量
は
１
人
１
日

当
た
り
４
８
８ｇ
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
８
年
度
の

削
減
目
標
４
４
０ｇ
の
実

現
に
向
け
た

①�

具
体
的
な
方
策
、

②�

課
題
の
分
析
、

③�

草
刈
り
の
雑
草
等
の
ご

み
削
減
の
取
組
は
。

問

る
食
品
ご
み
を
減
ら
す
取

組
を
進
め
て
い
る
。

②�

コ
ロ
ナ
禍
や
テ
レ
ワ
ー
ク

の
普
及
等
で
自
宅
時
間
が

増
え
、
家
財
等
の
整
理
作

業
で
処
分
が
多
く
発
生

し
、
可
燃
性
ご
み
は
増
加

し
て
い
る
と
推
測
し
て�

い
る
。

③�

草
刈
り
後
の
雑
草
は
燃
え

る
ご
み
と
し
て
ゴ
ミ
袋
に

入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
案

内
し
て
い
る
。
そ
の
際
は

で
き
る
だ
け
草
を
乾
燥
さ

せ
、
軽
量
化
や
堆
肥
化
す

る
こ
と
で
搬
入
量
を
少
な

く
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
る
。

　
　
①�

作
り
す
ぎ
に
よ
る
「
食
べ

残
し
」、
野
菜
の
へ
た
な

ど
を
除
去
す
る
と
き
に
大

き
く
切
り
取
ら
れ
る
「
過

剰
除
去
」
等
に
気
を
つ
け

て
も
ら
い
、
家
庭
か
ら
出

答�

流し台のごみネットの水分を抜く
「生ごみの一絞り運動」

と
な
っ
て
い
る
。

③�

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
今
後
も
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
①�

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

配
布
や
、
老
い
の
備
え

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
司

法
書
士
を
招
い
て
意
識
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

②�

夫
65
歳
以
上
、
妻
60
歳
以

上
の
夫
婦
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
５
２
８
世
帯

答�

空
き
家
予
備
群
対
策
は

問答

意
識
啓
発
を
し
て
関
連
団
体
と
も

連
携
し
て
い
く

　
　
現
在
竜
王
町
に
は
約

１
５
０
件
の
空
き
家
が
あ

る
が
、
65
歳
以
上
の
単
身

者
の
み
世
帯
は
「
空
き
家

予
備
群
」と
も
呼
ば
れ
る
。

空
き
家
対
策
に
は
所
有
者

が
健
在
の
と
き
に
行
う
取

組
も
含
ま
れ
る
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

高
齢
者
福
祉
等
の
関
連

部
署
と
の
連
携
は
。

②�

本
町
の
高
齢
者
の
み
世

帯
の
数
は
。

③�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
事
業
者
等
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

問
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福田　優三�議員

　
　
令
和
４
年
４
月
に
行

わ
れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
竜
王
町
の
両
小
学
校
の

結
果
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

竜
王
小
学
校
と
竜
王
西
小

学
校
の
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
合
わ
す
と
、
す

べ
て
の
教
科
に
お
い
て
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

竜
王
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
組
を
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
、
新
し
い
取
組
や
独

自
の
取
組
は
。

問

に
お
い
て
は
徹
底
反
復
学
習

竜
王
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
の

取
組
で
漢
字
の
定
着
や
計
算

力
の
向
上
な
ど
こ
れ
ま
で
に

積
み
上
げ
て
き
た
成
果
が
着

実
に
表
れ
て
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
県
費
に
よ

る
専
科
指
導
の
教
員
が
両
小

学
校
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
、
町
費
の
講
師
や
支
援

員
の
配
置
に
よ
っ
て
少
人
数

指
導
や
個
別
指
導
な
ど
が
充

実
し
、
竜
王
な
ら
で
は
の
手

厚
い
教
育
の
支
え
も
あ
っ
て

今
回
の
結
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
今
後
も
学
校
と
教
育
委
員

会
が
連
携
し
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
本
町
の
小
学
校
の
正
答

率
に
つ
い
て
は
全
教
科
全
国

平
均
を
上
回
っ
た
。
小
学
校

答�

竜王町立小学校の全国学力
テストの結果について

問

答 学校と連携し取組を進めていく

議会広報特別委員会視察研修を行いました！
　去る９月21日～22日に議会広報特別委員会視察研修を行いました。

９月21日
　東京都で開催された「令和４年度町村議会広報研修会」に参加し、伝わる情報発信のコツを身につけるため、
広報のあるべき姿や広報に必要なことについて３人の講師から次の講習を受けました。
　　・「そろそろ化けませんか‼」～絶滅危惧から持続可能な議会広報へ～
　　・これからの議会広報を考える～住民に“伝わる”情報発信と広報紙作成のポイント～
　　・優秀議会広報クリニック　３つの議会広報が教えてくれること

９月22日
　「滋賀県東京本部」と「ここ滋賀」を訪問しました。滋賀県東京本部では、首都圏ネットワークの充実、発
信力強化に向けた中央省庁の滋賀県関係者との人脈づくり等の取組について説明を受けました。また、ここ滋
賀では、リニューアルの概要や魅力発信のための取組について説明を受けました。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

表 紙
　

名
神
高
速
道
路
の
開
通
が
昭
和
40
年
。
そ

の
出
来
事
は
、
町
の
変
遷
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
立
地
、
昭
和
56
年
に
名

神
高
速
道
路
竜
王
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開

設
が
あ
り
、
当
町
に
と
っ
て
、
こ
の
間
は
物

流
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
産
業
構

造
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
あ
る
。

　

実
際
、
当
町
の
現
在
の
工
業
生
産
額
は
、

県
内
市
町
の
中
で
第
２
位
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
農
業
の
ま
ち
」
に
加
え
「
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
」に
も
な
っ
た
。
最
近
で
は
、

滋
賀
竜
王
・
山
面
両
工
業
団
地
に
大
手
や
優

良
企
業
が
進
出
し
、
一
層
そ
の
度
合
い
が
高

ま
り
そ
う
で
あ
る
。

　

も
の
づ
く
り
面
で
の
当
町
は
、
古
墳
時
代

か
ら
当
時
の
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
須
恵
器

の
生
産
が
初
期
で
あ
る
が
、
今
で
は
幾
多
の

変
遷
を
経
て
近
代
的
工
業
地
域
と
し
て
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
た
。

　

な
お
、
裏
表
紙
の
「
竜
王
八
景
」
は
、
薬

師
の
鳴
谷
の
清
流
と
石
床
で
す
。

　

夜
に
窓
を
開
け
る
と
コ
オ
ロ
ギ
な
ど

の
虫
達
の
合
唱
に
耳
を
澄
ま
す
の
ど
か

な
好
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
我
々
の
生
活

に
影
を
落
と
す
の
は
、
昨
年
秋
か
ら
の

物
価
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
。
特
に
、
消

費
者
物
価
の
急
上
昇
は
大
き
な
圧
迫
感

を
覚
え
ま
す
。
現
在
、
国
・
県
で
は
、

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
議
会
か
ら

も
要
望
し
、
町
独
自
の
支
援
策
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
議
会
と
し
て
も

物
価
動
向
に
は
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３

年
度
決
算
認
定
の
承
認
を
し
ま
し
た
。

そ
の
会
期
中
、
町
内
の
大
型
商
業
施
設

に
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
が
設
置

さ
れ
、
今
後
、
多
く
の
町
外
観
光
客
に

も
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
余
裕
を
持
っ

た
町
財
政
運
営
へ
の
手
助
け
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

鎌
田　

勝
治

副
委
員
長　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　
尾
川
幸
左
衞
門

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

委　
　

員　

貴
多　

正
幸

鳴
谷
の
清
流
と
石
床

竜
王
八
景

「
竜
王
新
古
今
八
景
」
と
は
、
町
内

各
地
に
根
付
く
、
風
習
・
人
々
の

生
業
・
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
地
域
の
価
値
観
・
竜
王
を
形

つ
く
る
新
し
い
顔
を
意
識
し
た
心

象
風
景
で
す
。
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■
発
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■
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特
別
委
員
会
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